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夏本番！ “自由”を満喫しよう‼ 
校長  原 憲正  

 本日の終業式をもって 1 学期が終了しました。

中止等が多かった昨年度に比べ，今年度は新型コ

ロナの感染拡大防止に努めながら計画通りに学校

行事等を実施することができました。 

その学校行事の中で、先日行われた弁論大会で

は生徒の皆さんの貴重な意見がたくさん述べられ

ました。『なるほど。そういう見方もあるなぁ』

と感心して意見を聴きながら，自分が中３の時に

出場した校内弁論大会のことを思い出していまし

た。演題は「本当の自由とは？」。内容は… 
 
中学生である今の自分には，あれしちゃダメ，

これしちゃダメ，こうしろ，ああしろと制約が多

く，思う通りにできないことが多い。それら自分

を縛るものから早く解放され自由になりたいとい

つも思っている。でも“自由”とはなんだろう。 

束縛から解放されてゆるゆるだらだら時間を過

ごし，自分のやりたいことをやりたいようにする

これは“野放図”で自由とは違う。また，自分の

都合だけを考えて身勝手な行動をとる，これは

“自分勝手”であってやはり自由とは違う。では

“本当の意味での自由”とはいったいどのような

ものなのだろうか。 

…この先自分が何歳になっても，社会で生きて

いくからにはルールがあり，それは制限という名

の枠（わく）となって自分の周りに立ちはだかる。 

その枠の中で『枠があるから動けない』ではなく

『枠の中限界ギリギリのところまで自分の行動の

幅を広げ，思うままに行動する』それが“本当の

意味での自由”と今の自分は考える。これからも

“本当の自由”とは何かを考えていきたい。 
 

自分なりに考えて出した“自由”の意味でした。

今も，大きく間違ってはいないと思っています。 
 
 もう一つ。日本語において自由は“ 自

みずか

らに由
よ

る”

すなわち「何が起きても，どんな結果になっても

原因は自分にある。 それを承知で行動し，その結

果何が起きても自分で責任を取る」という意味が

あります。 

 明日からの夏休み。自由な時間が格段に増えま

す。だからこそ，自分で立てた計画に沿って，自

らを律して行動する。そうして 42 日間の夏休みを

終えた時，『野放図でもなく自分勝手でもなく，

思う存分“自由”を満喫したなぁ！』…そう思える

ように過ごしてほしいと思います。 

 
 

 
 

 

 

             

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月８日（木）に奄美市役所市民福祉科の西村さん

と重田さんを講師にお招きして『ＳＯＳの出し方教

室』を行いました。講話の中で，自分がつらい時には 

 

○ まず，自分自身を大切にすること 

○ 困ったことがあったら誰かに相談すること 

○ 相談するときは，1 人だけでなく，少なくとも 3 人

の大人に話をしてみること 

○ 家族などに相談するときは「ちょっと大事な話が

あるの。」というように重要さを強調すること 

○ 友達から相談されたとき「一緒に信頼できる方に

相談しょう」と，友達と一緒に大人に相談すること 

 

 など，大切なことを教えていただきました。 

  

学校便り ＮＯ４ 

令和３年７月 20 日 

奄美市立住用中学校 

【 『ＳＯＳの出し方教室』の様子 】 

【校長から評議員の方に委嘱状をお渡しする様子】 

学校評議委員会を 7 月 7 日（水）に行ないました。

委員会では委嘱状の交付,本年度の学校経営について

の説明を行い，「学力向上」に対してや「学校見学」に

ついての意見をいただきました。 

今年度の評議委員は昨年度に引き続き， 

 潤井 美登さん  山下 弘子さん 

 河野 幸代さん  酒匂 周平さん 

の 4 名です。 よろしくお願いします。 
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８/ ２(月) 出校日 

８/ 11(水) 学校閉庁日（～13 日まで） 

８/ 20(金) 出校日 

８/ 29(日) 奉仕作業 

（住用町グランド 6 時 30 分～） 

※ 学校便りＮｏ５は 8 月 20 日に配付いたし

ます。 

７月 12 日（月）に奄美マングローブパークの高

橋周作さんを講師にお招きして，奄美特有の生物に

ついて学校周辺を歩きながら学習しました。 

姿は見れませんでしたが，ルリカケスやオオシマ

セミの声が聞け，キジバトやアオバトはその姿を見

ることもできました。そして学校近辺にも，クワズ

イモ，クチナシ，ミナミコメツキガ二，シオマネキ

等の在来種が多く生息している一方で，シロバナセ

ンダングサ，ギンネム等の多くの外来種も生息して

いることを確認しました。また，少し道沿いの草む

らや森の中に入ると多くのゴミが捨てられているこ

とも確認することができました。 

 自然を守るためには，実際に見て現状を知り，環

境や植物・動物について，まずよく知ることが大切

だということが分かりました。 

住 用 の 自 然

7 月 15 日（木）に奄美市役所の加納さんと森さん

を講師にお招きして租税教室を行いました。 

その中で，税金の種類や使い方や税の歴史につい

て学び，「税のない世界」という映画を視聴して，税

金がなければ，ゴミ回収や福祉などの公共サービス

に支障が出て，健康で文化的な市民生活を送ること

が難しくなってしまう，ということがよく分かりま

した。 

税を納める事の大切さ 

について学ぶ，よい機会 

となりました。 

 

 

【租税教室の様子】 

今年度の保小中合同運動会を 9 月 12 日（日）

に実施いたします。昨年度と同様に，新型コロナ

ウイルス感染拡大防止の観点から規模を縮小し，

午前中のみの開催で，地域種目は八月踊りのみと

致します。 

2 年連続で終日開催の運動会が実施できず残念

ですが，御理解と御協力をお願いします。 

住用中では今年度 7 月 19 日（月）を，自分でお弁

当をつくる「お弁当の日」と設定し，その準備の為に

栄養教諭の小原先生をお招きしてお弁当の作り方につ

いての事前学習を 2 回行いました。学習では栄養に

ついて・調理の仕方・盛り付け付けの仕方等を学び，

作リ方の計画を考え，完成デザインをみんなの前で発

表しました。 

当日はみんなに自分の弁当を披露し，工夫した点な

どを説明した後，おいしくいただきました。 

【外来種シロバナセンダングサ】 【お弁当の日事前学習の様子】 【住用の自然について学ぶ 2 年生】 

【工夫したポイントを説明】 【みんなでおいしくいただきます】 


